
ビ

ー
カ
ー
土
器
考

ー
イ
ギ
リ
”
全
肯
銅
器
時
代
の
は
じ
ま
り
ー

ビーカー土器考（宇野）

は
　
じ
　
め
　
に

　
　
　
　
①

　
イ
ギ
リ
ス
は
最
後
の
氷
河
期
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
と
陸
続
き
で
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
②

が
、
後
氷
期
の
海
進
に
よ
っ
て
紀
元
前
六
千
年
紀
頃
に
島
国
と
な
っ
た
。
そ

の
後
、
こ
の
地
に
は
巨
石
を
用
い
た
長
風
合
い
8
σ
q
切
p
旨
。
毛
、
防
禦
的
集

落
O
雲
・
。
≦
㊤
築
山
O
ρ
露
娼
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
独
自
の
新
石
器
時
代
文
化

が
栄
え
、
土
器
は
無
文
丸
底
土
器
を
主
と
す
る
段
階
出
Φ
ヨ
び
口
荒
≦
舞
ρ

≦
言
仙
ヨ
臼
頃
田
≦
鍵
。
か
ら
、
有
文
丸
底
土
器
を
主
と
す
る
段
階
両
び
び
ω
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

諭
簿
≦
鍵
Φ
へ
と
変
化
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
次
い
で
紀
元
前
三
千
年
紀
に
大
陸
か
ら
平
底
の
土
器
で
あ
る
ビ
ー
カ
ー

uご

衰
ﾕ
霞
が
伝
わ
る
と
と
も
に
金
属
器
（
金
、
銅
、
青
銅
）
を
使
用
す
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
こ
の
変
化
は
石
器
、
装
身
具
、
葬
制
の
変
革
を
伴
な
い
、

お
そ
ら
く
は
ピ
ゴ
ッ
ト
ω
．
国
α
q
σ
q
o
露
の
示
す
よ
う
に
民
族
・
階
級
の
形
成
、

宇

野

隆

夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

文
明
社
会
と
の
交
渉
と
い
う
大
き
な
問
題
と
関
る
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
す
べ
て
が
大
陸
風
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
新
石
器
時
代
の
系
譜

を
ひ
く
土
器
鼠
。
津
峯
騨
①
輔
p
噌
ρ
O
場
o
o
〈
Φ
鳥
≦
貧
①
・
円
形
住
居
の
よ
う
な

も
の
も
存
在
す
る
。
こ
の
イ
ギ
リ
ス
青
銅
器
時
代
前
期
の
文
化
は
、
新
石
器

時
代
の
文
化
が
独
自
に
発
展
し
て
形
成
し
え
た
も
の
で
は
な
い
反
颪
、
す
べ

て
を
大
陸
文
化
の
伝
播
に
よ
っ
て
説
明
で
き
る
も
の
で
も
な
い
。

　
本
稿
で
は
イ
ギ
リ
ス
史
上
の
重
要
な
変
革
期
と
目
さ
れ
る
金
属
使
用
開
始

期
の
動
向
を
知
る
た
め
、
先
学
の
研
究
成
果
に
依
拠
し
つ
つ
基
本
と
な
る
土

鷺
Φ
量
の
編
年
と
分
布
の
変
化
を
忠
と
す
る
嚢
を
行
な
い
た
⑲

ま
た
ビ
ー
カ
ー
期
、
特
に
鐘
形
ビ
ー
カ
ー
期
を
新
石
器
時
代
と
す
る
か
青
銅

器
時
代
と
す
る
か
、
及
び
ビ
ー
カ
ー
使
用
民
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
り
、
若

干
の
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

　
①
　
大
ブ
リ
テ
ン
島
と
こ
れ
に
付
属
す
る
島
田
。
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②
　
イ
ギ
リ
ス
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
と
の
断
絶
は
陀
年
代
測
定
に
よ
っ
て
じ
コ
．
”
七

　
入
○
○
年
頃
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。

　
H
■
ρ
ω
一
日
旨
。
塁
」
、
ω
鶏
い
⑦
く
①
一
．
い
8
7
0
国
コ
〈
マ
。
謬
毎
⑦
9
凶
⇔
じ
σ
鼠
は
ω
7
勺
冨
－

　
｝
凱
ω
8
蔓
”
ゼ
。
民
。
斜
一
〇
〇
。
同
”
唱
や
Q
。
ω
1
0
。
㊤
．

⑧
ω
．
観
σ
q
σ
q
o
け
眞
．
．
目
配
客
8
毎
三
〇
〇
巳
ε
器
。
。
o
隔
昏
①
三
三
ω
財
H
匹
Φ
ω
．
、
鴇

　
い
。
臣
畠
o
P
一
り
総
、

　
瞬
■
や
ω
ヨ
埠
F
、
日
ロ
。
話
。
二
辞
謬
。
．
㌧
切
ユ
訟
珍
津
①
三
の
ε
蔓
、
ピ
。
ゆ
8
炉
ド
㊤
課
・

④
前
三
千
年
紀
宋
と
す
る
説
と
前
三
千
年
紀
中
頃
と
す
る
説
と
が
あ
り
、
第
二
章

　
で
検
討
す
る
。

⑤
ω
◆
国
σ
q
σ
q
g
魯
＼
、
〉
巳
掃
韓
口
5
0
℃
①
、
、
」
円
巳
昌
9
嶺
置
お
Φ
α
㌧
℃
℃
藁
O
①
山
ミ
。

⑥
日
本
で
、
ビ
ー
カ
ー
を
と
り
あ
げ
た
も
の
と
し
て
次
の
二
三
が
あ
る
。
特
に
ヨ

　
ー
ロ
ッ
パ
全
般
の
事
に
関
し
て
は
後
者
に
詳
し
い
。

　
有
光
教
一
「
鐘
形
杯
文
化
」
（
『
世
界
考
古
学
大
系
』
第
一
二
巻
、
一
九
六
一
年
）

　
角
田
文
衛
『
石
と
森
の
文
化
』
沈
黙
の
世
界
史
第
五
巻
（
一
九
七
一
年
）

幽
　
ビ
ー
カ
ー
の
用
語
と
研
究
史

　
ビ
ー
カ
ー
の
名
称
は
、
そ
の
名
が
示
す
通
り
、
特
定
の
深
羽
幌
器
種
の
器

　
　
　
　
　
①

形
に
由
来
す
る
。
そ
の
最
古
の
も
の
は
、
口
径
が
胴
部
最
大
径
の
位
置
で
屈

曲
し
口
頸
都
が
ゆ
る
や
か
に
外
反
す
る
点
で
ビ
ー
カ
ー
と
呼
ぶ
の
に
ふ
さ
わ

し
い
が
、
次
第
に
ビ
…
カ
ー
形
か
ら
離
れ
て
い
く
（
第
六
図
）
。
ま
た
こ
の

深
鉱
の
ほ
か
に
用
途
を
異
に
す
る
い
く
つ
か
の
器
種
が
あ
る
　
（
第
四
図
）
。

そ
の
た
め
ビ
ー
カ
ー
の
精
緻
な
集
成
を
行
な
っ
た
デ
ビ
ッ
ト
・
ク
ラ
ー
ク

σ
。
い
．
9
玉
釧
①
は
、
　
深
鉢
形
以
外
の
播
種
も
含
め
て
、
　
ビ
ー
カ
ー
土
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

b
J
①
ρ
ぽ
段
℃
o
洋
①
蔓
の
呼
称
を
用
い
た
。
私
は
、
土
器
は
各
種
の
食
器
の
組

合
わ
せ
を
掘
回
す
る
様
式
研
究
か
ら
出
発
す
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
立
場
と

ビ
ー
カ
ー
の
用
語
が
、
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
点
と
か
ら
、
ク
ラ
ー
ク
に
従

い
、
深
鉢
形
の
二
種
、
及
び
そ
れ
と
組
合
わ
せ
て
用
い
た
土
器
の
総
称
と
し

て
ビ
ー
カ
ー
土
器
　
（
以
後
ビ
ー
カ
ー
と
略
す
）
　
の
用
語
を
用
い
た
い
。
そ

し
て
深
鉢
形
の
甲
種
は
、
ビ
ー
カ
ー
深
鉢
B
類
の
よ
う
に
呼
ぶ
こ
と
に
す
る

（
第
四
図
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
ビ
ー
カ
ー
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
く
分
布
し
、
ま
た
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い

て
は
最
古
の
金
属
器
を
伴
な
う
こ
と
か
ら
、
多
く
の
研
究
者
の
注
目
を
集
め

た
。
そ
し
て
そ
の
起
源
、
分
類
と
編
年
、
分
布
の
意
義
等
に
つ
い
て
非
常
に

多
く
の
論
考
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
ビ
ー
カ
ー
の
起
源
論
を
ま
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

め
た
ハ
リ
ソ
ソ
図
・
H
．
踏
霞
凱
ω
o
口
の
研
究
等
に
依
り
、
イ
ギ
リ
ス
を
中
心

に
し
て
主
要
な
も
の
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

　
古
く
一
八
七
一
年
の
時
点
で
サ
ー
ナ
ム
い
日
ぎ
旨
照
覧
は
イ
ギ
リ
ス
の

円
形
墳
閃
O
旨
乳
切
騨
護
難
く
か
ら
ビ
ー
カ
ー
U
H
冒
臨
護
O
ε
が
浅
野
形

土
器
・
青
銅
器
・
玉
製
品
と
共
に
出
土
す
る
こ
と
を
明
確
に
し
、
こ
の
深
層

形
土
器
を
α
（
長
頸
形
）
、
β
（
鐘
形
）
、
γ
（
素
干
形
）
の
三
群
に
大
別
し

⑤た
。
　
こ
れ
を
受
け
た
ア
バ
ー
ク
ロ
ン
ビ
ー
扇
．
辱
｝
げ
。
憎
。
δ
ヨ
び
《
は
最
初

の
本
格
的
な
集
成
を
行
な
い
、
分
類
を
A
、
B
、
C
と
呼
び
換
え
る
と
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
、
さ
ら
に
細
別
し
、
分
布
の
違
い
を
論
じ
た
が
、
こ
の
最
初
に
設
定
さ
れ
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ビーカー土器考（宇野）
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た
三
大
別
は
現
在
で
も
有
効
性
を
失
っ
て
い
な
い
。
た
だ
し
編
年
に
つ
い
て

は
B
ビ
ー
カ
ー
（
鐘
形
ビ
ー
カ
ー
）
が
古
い
型
式
で
あ
る
こ
と
を
チ
ャ
イ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ド
く
曾
O
・
O
ぽ
誌
Φ
が
指
摘
し
た
。

　
こ
の
ビ
ー
カ
ー
に
関
す
る
初
期
の
起
源
論
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
モ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

テ
リ
ウ
ス
○
．
鼠
。
昌
什
①
臨
口
し
。
の
エ
ジ
プ
ト
起
源
二
径
路
伝
播
説
、
バ
リ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ル
デ
ィ
冒
℃
巴
目
ρ
戦
＆
の
イ
ベ
リ
ア
・
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ニ
愚
説
、
カ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

テ
ィ
ロ
》
・
∪
①
｝
・
O
器
枠
筥
。
の
イ
ベ
リ
ア
起
源
説
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
カ
ス

テ
ィ
ロ
の
イ
ベ
リ
ア
起
源
説
が
有
力
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
イ
ベ
リ
ア
に
お

い
て
東
地
中
海
の
文
明
社
会
の
影
響
を
受
け
た
と
推
測
さ
れ
る
稜
堅
の
あ
る

防
禦
的
集
落
が
発
掘
さ
れ
、
金
属
器
出
現
の
系
譜
を
説
明
し
や
す
く
な
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
ビ
ー
カ
ー
の
資
料
が
増
す
と
と
も
に
、
土
器
の
縄
文
難
文
、
闘
斧
、

横
臥
屈
葬
墳
墓
の
よ
う
に
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
系
譜
を
ひ
く
要
素
が
多
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
結
果
、
ザ
ソ
グ
マ
イ
ス
タ
i
国
・
ω
磐
σ
q
ヨ
。
馨
巽
は

　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

逆
流
理
論
を
提
出
し
た
。
逆
流
理
論
と
は
、
イ
ベ
リ
ア
起
源
の
ビ
ー
カ
ー
文

化
が
大
西
洋
岸
沿
い
に
東
進
し
て
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
至
り
、
そ
の
文
化
と

複
合
し
て
後
に
逆
流
し
、
イ
ベ
リ
ア
・
イ
ギ
リ
ス
に
至
っ
た
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
こ
の
説
は
多
く
の
支
持
を
得
た
が
、
現
在
で
は
ビ
ー
カ
ー
の
編
年
研
究
が

進
展
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
異
な
る
説
が
有
力
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

縄
文
を
施
し
た
鐘
形
ビ
ー
カ
ー
が
最
古
の
型
式
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

り
、
中
央
ヨ
二
二
ヅ
パ
西
部
（
オ
ラ
ン
ダ
）
に
お
け
る
新
石
器
時
代
末
の
縄

文
土
器
り
。
。
駄
O
。
a
Φ
q
毛
碧
Φ
輔
響
○
樗
口
α
貯
σ
q
聞
。
9
b
ご
Φ
爵
興
か
ら
鐘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

形
ビ
ー
カ
…
が
生
ま
れ
た
と
す
る
説
が
最
も
説
得
力
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
基
本
と
な
り
本
稿
で
最
も
問
題
と
し
た
い
編
年
研
究
に
つ
い

て
非
常
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
ク
ラ
ー
ク
の
研
究
成
果
を
や
や
詳
し
く

　
　
　
　
⑬

紹
介
し
た
い
。

　
ク
ラ
ー
ク
は
従
来
の
研
究
が
不
充
分
な
集
成
に
基
づ
き
、
ま
た
器
形
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

る
分
類
に
偏
し
て
い
た
こ
と
を
批
判
し
た
。
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
出
土
の
ビ
ー

カ
！
一
九
四
四
点
（
約
八
O
O
点
が
無
形
品
）
を
集
成
し
、
趣
意
・
法
量
に

つ
い
て
二
三
項
目
、
文
様
の
表
現
位
置
（
器
面
区
画
）
に
つ
い
て
六
項
目
、

単
位
文
様
の
組
合
わ
せ
に
つ
い
て
一
〇
項
目
の
観
察
項
目
を
設
定
し
、
項
目

別
の
分
析
を
行
な
っ
た
。
次
い
で
こ
の
三
九
項
目
す
べ
て
を
、
お
そ
ら
く
は

数
量
化
空
名
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
い
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
解
析
し
、
群
別
を

試
み
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
結
果
と
、
変
化
の
系
列
・
地
域
性
・
大
陸
ビ
ー

カ
ー
と
の
関
連
を
考
慮
し
て
十
五
型
式
を
設
定
し
た
（
第
一
図
）
。
こ
れ
ら

の
型
式
名
の
う
ち
、
A
O
C
は
全
面
縄
文
施
肥
、
E
は
汎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
W

／
M
R
は
ウ
ェ
セ
ッ
ク
ス
／
ラ
イ
ン
川
申
流
域
、
R
／
M
R
は
イ
ギ
リ
ス
北

部
／
ラ
イ
ン
川
中
流
域
、
N
／
N
R
は
イ
ギ
リ
ス
北
部
／
ラ
イ
ン
川
下
流
域
、

B
W
は
結
節
縄
文
、
瓦
／
D
は
イ
ギ
リ
ス
北
部
1
／
オ
ラ
ン
ダ
を
表
わ
し
、

126　（282）



ビーカー土器考（字野）

大
陸
に
類
例
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
こ
の
よ
う
な
や
や
難
解
な
型
式
名
が
付

さ
れ
た
理
由
は
ク
ラ
ー
ク
が
、
こ
れ
ら
各
型
式
は
大
陸
か
ら
の
渡
来
民
に
よ

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た

恥
～
瓦
は
イ
ギ
リ
ス
北
部
、
亀
～
凱
は
イ
ギ
リ
ス
南
部
、
E
・
A
n
9
は
イ

ギ
リ
ス
東
南
部
を
蓑
わ
し
、
そ
の
細
別
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
在
地
的
変
化

と
考
え
て
い
る
。

　
次
い
で
ク
ラ
ー
ク
は
各
型
式
に
つ
い
て
、
二
形
・
文
様
の
主
な
特
徴
、
口

縁
部
や
底
部
・
胎
土
等
の
特
徴
、
例
外
的
な
資
料
、
集
落
に
お
け
る
千
早
土

器
、
分
布
、
出
土
遺
構
と
土
器
以
外
の
共
伴
遺
物
、
起
源
と
変
化
、
相
対
・

絶
対
編
年
（
土
器
編
年
と
陀
年
代
）
を
詳
し
く
述
べ
た
後
、
各
型
式
の
年
代

的
・
地
域
的
位
置
づ
け
を
行
な
っ
た
（
第
二
図
）
。

　
こ
の
ク
ラ
ー
ク
の
秀
れ
た
編
年
研
究
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
ビ
；
カ
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

研
究
者
の
認
め
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
ほ
ぼ
定
説
と
な
っ
て

い
る
。
本
稿
に
お
い
て
も
、
こ
れ
に
依
拠
す
る
所
が
大
き
い
が
私
が
意
図
し

た
い
こ
と
は
二
点
あ
る
。
第
一
点
は
胴
鉢
形
ビ
ー
カ
ー
の
型
式
分
類
を
行
な

う
前
に
器
種
構
成
と
各
器
種
の
用
途
を
検
討
し
た
い
こ
と
で
あ
り
、
第
二
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

は
型
式
名
を
変
更
し
た
い
こ
と
で
あ
る
。
型
式
名
の
変
更
は
無
用
の
混
乱
を

生
む
可
能
性
も
あ
る
が
あ
え
て
こ
れ
を
行
な
う
の
は
以
下
の
理
由
に
よ
る
。

　
ク
ラ
：
ク
は
分
析
の
結
果
、
そ
れ
ま
で
の
器
形
に
よ
っ
た
型
式
分
類
を
批

判
し
、
器
形
よ
り
も
む
し
ろ
文
様
に
お
け
る
器
面
区
画
と
単
位
文
様
、
と
り

わ
け
単
位
文
様
の
組
合
せ
が
重
要
な
編
年
の
基
準
と
な
る
こ
と
を
示
し
て
い

⑰る
。
私
は
文
様
の
分
析
が
型
式
の
細
別
に
有
効
で
あ
る
点
に
つ
い
て
は
異
論

が
な
い
が
、
器
形
に
よ
る
鐘
形
・
歩
脚
形
・
長
頸
形
の
三
大
別
は
今
で
も
非

常
に
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
思
う
。
す
な
わ
ち
鐘
形
ビ
ー
カ
ー
は
汎

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
土
器
圏
を
な
し
た
古
い
土
器
で
あ
り
、
短
頸
形
・
長
重
岡
ビ
ー

カ
ー
は
そ
れ
ぞ
れ
イ
ギ
リ
ス
北
部
・
南
部
に
分
布
す
る
新
し
い
地
域
的
土
器

で
あ
る
。
ま
た
鐘
形
ビ
ー
カ
ー
の
諸
型
式
は
個
別
に
イ
ギ
リ
ス
に
至
っ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

す
る
よ
り
、
フ
ァ
ン
デ
ル
パ
ル
ス
一
●
∪
．
〈
雪
畠
働
≦
巴
尻
の
示
す
よ
う
に

一
連
の
変
化
を
と
げ
た
型
式
と
み
な
し
た
い
。
そ
し
て
本
稿
で
は
金
属
器
文

化
の
中
心
地
と
な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
南
部
を
中
心
と
す
る
考
察
を
行
な
う
た
め
、

鐘
形
ビ
ー
カ
ー
を
1
式
、
長
頸
形
ビ
ー
カ
ー
を
H
式
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
細

別
す
る
方
針
を
と
る
こ
と
に
す
る
。

　
な
お
ビ
ー
カ
ー
を
使
用
し
た
人
々
切
8
汀
○
目
切
。
貯
に
つ
い
て
も
多
く
の
論

考
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
最
後
に
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
①
　
ビ
ー
カ
…
の
名
称
を
最
初
に
用
い
た
の
は
ア
バ
…
ク
ロ
ン
ビ
ー
で
あ
ろ
う
。
そ

　
　
れ
ま
で
は
三
章
男
o
o
少
く
霧
紛
露
と
区
別
し
、
飲
器
U
ヨ
回
三
轟
O
毛
と
さ
れ

　
　
て
い
た
。
な
お
本
稿
で
は
こ
の
古
い
名
称
の
意
義
も
重
視
し
た
い
。

　
　
＝
．
回
≧
）
o
『
霞
8
き
ざ
、
．
＞
9
り
ひ
二
鳥
く
。
明
夢
。
切
鴨
2
｝
N
①
〉
σ
q
o
℃
o
諜
。
藁
一
二

　
　
〇
「
o
箕
じ
ご
「
溶
巴
＝
翁
二
一
畦
。
一
舘
二
毛
鳥
一
房
〉
醗
o
o
剛
ρ
ρ
巴
O
影
く
。
Ω
o
o
〔
δ
、
．
慧

　
　
○
諸
h
o
乙
、
一
㊤
這
．

　
②
∪
．
じ
．
Ω
伊
葵
ρ
、
．
切
⑦
巴
お
『
り
。
暮
。
蔓
。
剛
9
＄
け
切
置
霞
貯
p
鼠
腎
。
貯
＆
、
、
b

　
　
O
p
ヨ
耳
置
σ
q
ρ
お
ざ
梱
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③
西
．
ヨ
！
ロ
．
ッ
パ
は
イ
ギ
リ
ス
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ペ
イ
ン
・
ポ

　
ル
ト
ガ
ル
、
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
ベ
ネ
ル
ク
ス
三
國
・
ド
イ
ツ
・
チ
ェ
コ
ス
p
バ

　
キ
ア
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
．
東
ヨ
…
ロ
ッ
パ
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ル
ー

　
マ
ニ
ア
・
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
意
味
で
用
い
る
。

　
　
轡
窯
．
O
o
ざ
ω
ヨ
孟
〉
．
男
■
眼
ρ
目
O
ぎ
σ
q
℃
、
．
、
憶
δ
頃
δ
壽
。
＞
α
Q
o
ぎ
轡
二
同
。
℃
飢
．
、

　
ピ
ひ
＆
8
㌧
　
O
δ
曾

④
　
国
．
｝
■
頃
碧
二
。
・
o
P
、
○
ユ
σ
q
ぎ
し
α
o
｛
普
。
ゆ
。
二
ゆ
①
巴
（
o
『
〇
三
ゴ
器
”
．
〉
昌
8
7

　
．
ρ
重
書
＜
♀
瀕
セ
≦
H
H
・
．
諮
『
幽
∴
毛
・
．
．
£
病
O
Φ
・

　
　
知
し
・
隣
9
吋
門
賞
。
戸
．
一
月
げ
。
じ
d
ゆ
舞
頸
増
。
臣
内
．
、
・
ピ
§
α
o
P
δ
。
。
ρ
な
お
注
⑧
～

　
⑫
・
⑭
文
献
は
原
典
を
入
手
で
き
ず
、
こ
の
二
書
に
よ
っ
て
内
容
を
知
っ
た
。

⑤
匂
．
↓
ゴ
母
堂
ヨ
㌔
、
、
O
嵩
磐
。
冨
室
長
三
国
σ
曽
旨
。
♂
声
。
ω
℃
。
9
巴
ぞ
二
6
。
・
Φ
o
一

　
≦
瞭
富
囲
臥
お
碧
首
些
o
a
o
ぎ
q
q
8
【
葺
江
①
ω
．
、
〉
門
。
プ
骨
8
5
◎
q
峯
く
。
㌍
×
い
昌
囮
蜘

　
目
o
o
欄
ど
℃
や
時
O
p
㎝
1
α
冒
◆

⑧
　
前
掲
注
①
文
献
。

⑦
＜
箏
○
．
Ω
　
鵠
O
ρ
．
、
巴
δ
犀
。
壽
。
＞
倣
。
．
、
℃
○
鴬
日
酵
誌
σ
Q
。
い
．
お
ω
9
℃
し
α
鼻
■

　
⑧
ρ
竃
。
暮
①
犀
器
、
．
、
Ω
罵
自
。
ざ
σ
q
帯
α
鶏
跨
犀
霧
8
口
切
8
壽
①
N
o
障
．
ヤ
｝
同
。
竃
メ

　
h
晋
》
簿
詳
。
や
く
ひ
岡
．
×
困
＜
、
戸
8
P
℃
℃
」
ん
O
・
ま
㊤
ふ
二
・
㊤
O
朝
旦
O
嵩
■

⑨
い
℃
9
犀
緯
舞
、
切
Φ
搾
感
σ
q
o
N
霞
閑
¢
弓
g
置
α
⑦
『
6
ざ
昆
g
げ
①
9
¢
「
囚
巳
仲
蛋
『
、
辱

　
．
β
謝
貯
口
・
》
冨
。
寓
ω
酋
N
φ
営
ω
o
抵
津
く
巳
。
同
綴
触
押
曾
ρ
も
や
．
母
■
α
①
噂

⑩
〉
噸
U
g
O
器
け
…
9
．
、
冨
。
巳
g
冨
血
£
毒
の
。
。
p
旨
℃
四
a
h
o
毒
。
、
、
曽

　
○
『
お
。
膨
望
①
×
8
器
ま
コ
①
昌
国
舞
。
℃
P
じ
d
母
。
巴
。
μ
2
一
露
◎
Q
■

　
　
な
お
そ
ベ
リ
ァ
起
源
説
は
カ
ス
テ
ィ
ロ
よ
り
脊
ぐ
、
シ
．
ユ
ミ
ッ
ト
国
．
ω
o
げ
ヨ
茜
跳

　
　
ボ
シ
．
ユ
ギ
．
ン
．
ペ
ラ
．
や
切
。
ω
H
7
0
h
3
℃
①
品
等
に
よ
っ
て
論
η
ら
れ
て
い
る
コ
前
掲

　
注
④
文
献
参
照
。

⑪
鐸
ω
き
σ
q
ヨ
駐
8
ざ
、
切
巷
。
乙
。
σ
誓
＝
p
9
〈
旨
切
簿
圃
8
脅
く
霧
①
奉
旨
饗
蝕
レ

　
囲
。
『
邑
。
．
M
い
g
O
才
訟
冨
§
δ
p
o
。
．
〉
二
騨
。
妹
ρ
戸
δ
の
㌧
＞
0
8
ω
α
二
H
巽
O
o
F
．
〉
こ
勲
⇒
仲
学

．
．
．
ぬ
g
o
旨
じ
づ
『
o
珍
b
お
①
鮮
℃
℃
■
b
っ
q
ム
O
’
田
．
．
F

⑫
い
z
．
r
雪
げ
ヨ
σ
q
”
を
b
．
窯
。
曾
9
鼠
｝
b
．
毒
p
g
門
≦
ρ
濠
冒
、
し
q
葺
剛
ω
7

　
切
⑦
艶
ε
話
器
ω
8
ロ
マ
。
ヨ
芸
o
O
o
簿
貯
。
詳
け
、
寓
¢
賦
巳
目
ヨ
．
＜
o
｝
。
這
引
値
㊤
詞
．

　
唱
や
邸
O
l
心
の
．

　
　
｝
．
客
い
9
韓
貯
鱒
乏
聰
ρ
≧
o
o
ド
導
低
駒
∪
．
毒
昌
血
露
≦
p
一
一
。
・
句
、
O
占
蒔

　
O
ξ
9
δ
｝
o
α
q
冤
暫
邑
二
6
ゆ
。
算
興
響
〇
三
。
旨
．
℃
瓢
巴
三
二
旨
く
。
ド
器
レ
リ
認
・

　
b
や
ω
Q
。
1
α
Q
。
’

⑱
前
掲
注
②
文
献

⑭
　
中
央
ヨ
ー
冨
ッ
パ
で
は
器
形
に
文
様
を
加
え
た
型
式
分
類
が
す
で
に
な
さ
れ
て

　
い
た
。

　
　
轡
∪
・
〈
母
物
義
軍
鉱
尻
餌
薮
≦
’
Ω
冨
ω
σ
臼
α
q
o
二
．
じ
ご
①
巴
8
脱
蔓
需
ω
撃
。
昌
O

　
臼
。
マ
．
臼
亀
。
＃
等
〇
二
〇
障
冒
夢
。
客
。
蔓
。
ユ
碧
邑
。
。
、
㌧
℃
巴
9
0
0
三
。
。
8
嵩
㊤
ぐ
2
■
凹
く
㌧

　
δ
毅
’
娼
や
q
ム
◎

⑮
前
掲
注
⑫
文
献
。

⑯
　
前
掲
注
⑫
文
献
で
も
、
A
O
C
・
E
・
W
／
M
R
、
亀
～
亀
を
第
一
～
七
段
階

　
と
呼
び
換
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
こ
れ
ら
各
型
式
が
一
連
の
変
化
を
と
げ
た
も
の
．

　
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

⑰
注
②
前
掲
文
献
五
頁
～
二
三
頁
。

⑱
前
掲
注
⑫
文
献
。

ニ
　
ビ
ー
カ
ー
の
器
種
言
成
・
編
年
・
分
布

　
本
章
で
は
ビ
ー
カ
ー
の
甲
種
構
成
と
編
年
と
分
布
と
に
つ
い
て
検
討
す
る

が
、
そ
の
前
に
ま
ず
本
稿
で
用
い
る
イ
ギ
リ
ス
の
地
域
区
分
名
称
に
つ
い
て

　
　
　
①

示
し
た
い
。

．
．
イ
ギ
リ
ス
の
最
も
基
本
的
な
地
域
区
分
は
、
西
北
部
の
高
地
帯
と
東
南
部
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の
低
地
帯
の
区
分
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
を
さ
ら
に
小
地
区
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
（
第
三
図
）
。

　
高
地
帯
は
地
勢
が
険
し
く
、
山
地
と
森
林
と
鉱
物
資
源
（
銅
・
錫
）
と
に
、

富
み
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
・
コ
ゾ
ウ
ォ
ー
ル
の
三
地
区
に
区

分
で
き
る
。

　
低
地
帯
は
農
業
牧
畜
に
適
し
た
広
い
平
野
と
緩
や
か
な
丘
陵
と
に
恵
ま
れ
、

現
在
で
は
イ
ギ
リ
ス
総
人
口
の
約
八
割
が
居
住
し
て
い
る
。
こ
の
低
地
帯
は

北
部
の
ヨ
ー
ク
シ
ャ
1
を
中
心
と
す
る
地
方
、
東
南
部
の
テ
ム
ズ
川
下
流
域

第3図　イギリスの地域区分

　　　　　　　（梨地は標高200m以上）

現
わ
れ
、
ウ
ェ
セ
ッ
ク
ス
文
化
≦
①
。
・
。
。
①
x
O
巳
け
霞
①

そ
の
基
盤
は
当
地
が
低
地
帯
の
中
で
も
、

か
な
丘
陵
地
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。

は
後
に
七
王
国
の
イ
ギ
リ
ス
を
統
一
し
た
ウ
ェ
セ
ッ
ク
ス
王
家
の
本
貫
地
で

あ
っ
た
こ
と
も
、
そ
の
農
耕
生
産
力
の
高
さ
と
、
無
縁
で
は
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。

　
①
　
ビ
ー
カ
；
の
器
種
構
成
と
文
様
・
用
途

　
ビ
ー
カ
；
の
器
種
構
成
を
知
る
た
め
に
は
各
時
期
毎
の
一
括
遺
物
を
検
討

を
中
心
と
す
る
東
ア
ソ
グ
リ
ア
地
方
、
西
南

部
の
ソ
ル
ズ
ベ
リ
ー
平
原
を
中
心
と
す
る
ウ

ェ
セ
ッ
ク
ス
地
方
の
三
地
区
に
区
分
で
き
る

が
、
こ
の
中
で
特
に
注
意
し
た
い
の
は
ウ
ェ

．
セ
ッ
ク
ス
地
方
で
あ
る
。

　
ウ
ェ
セ
ッ
ク
ス
地
方
の
中
心
地
に
は
ス
ト

　
　
　
②

ン
ヘ
ン
ジ
を
は
じ
め
と
す
る
著
名
な
青
銅
器

時
代
の
巨
石
記
念
物
が
営
な
ま
れ
る
ば
か
り

で
な
く
、
本
稿
で
と
り
あ
げ
る
ビ
ー
カ
ー
は

こ
の
地
域
で
変
化
を
最
も
連
続
的
に
た
ど
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
ビ
ー
カ
ー
の
新
し
い

段
階
に
は
特
に
豊
富
な
副
葬
品
を
も
つ
墓
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
特
に
農
牧
に
適
し
た
平
野
と
緩
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
な
み
に
こ
の
地
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し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
現
在
す
べ
て
の
亜
種
を
含
む
一
括
遺
物
を
得
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

い
な
い
。
そ
こ
で
地
域
差
が
少
な
い
ビ
ー
カ
ー
の
最
も
古
い
段
階
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
⑤

各
地
の
資
料
か
ら
径
高
指
数
（
器
高
／
口
径
×
一
〇
〇
）
を
図
化
し
た
（
第

四
図
）
。

　
ビ
ー
カ
ー
は
径
高
指
数
八
○
を
境
に
し
て
、
深
黒
と
浅
鉢
と
に
区
別
で
き
、

そ
れ
ぞ
れ
を
法
量
に
よ
っ
て
大
き
な
も
の
か
ら
A
・
B
・
C
の
三
類
に
細
別

で
き
る
。
こ
の
器
形
と
法
高
と
か
ら
設
定
し
た
六
器
種
に
は
誓
文
に
一
定
の

差
異
が
あ
り
、
用
途
を
異
に
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
そ
こ
で
ま
ず
ビ
ー

カ
ー
の
文
様
に
つ
い
て
概
観
し
た
後
に
、
各
器
種
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

な
お
文
様
の
分
析
は
文
様
構
成

（
書
面
区
画
と
単
位
文
様
）
の

検
討
が
基
本
と
な
る
が
、
こ
れ

ら
は
次
節
に
譲
り
、
こ
こ
で
は

三
文
の
原
体
と
施
文
法
を
中
心

に
し
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

　
施
文
具
と
施
文
法
　
ビ
ー
カ
ー

の
施
文
具
と
し
て
は
、
縄
・
櫛

・
箆
・
爪
が
代
表
的
な
も
の
で

あ
り
、
他
に
棒
状
工
具
に
よ
る

刺
突
文
、
お
そ
ら
く
鳥
足
に
よ

a縄文

b固文

。箆描文

fssfY＞d爪形文

第5図　ビーカーの施文具と使用法

る
と
思
わ
れ
る
円
形
刺
突
文
等
が
あ
る
（
第
五
図
）
。

　
縄
文
は
、
縄
を
横
位
に
押
圧
し
た
文
様
で
あ
り
、
回
転
要
文
を
行
な
っ
た

例
は
な
い
。
こ
の
施
文
法
は
申
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
新
石
器
時
代
末
の
土
器
O
。
7

α
o
鎌
名
霞
①
の
施
文
の
系
譜
を
ひ
き
、
最
古
の
ビ
ー
カ
ー
に
用
い
ら
れ
る
。

　
櫛
文
は
、
幅
一
～
五
c
皿
の
櫛
状
工
具
を
連
続
し
て
押
圧
す
る
こ
と
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

て
施
し
た
文
様
で
あ
り
、
骨
堂
の
原
体
が
知
ら
れ
て
い
る
。
波
状
文
や
扇
状

文
の
よ
う
に
器
颪
上
を
動
か
し
て
施
諾
し
た
例
は
な
い
。
櫛
文
は
縄
文
と
相

似
た
文
様
が
得
ら
れ
、
よ
り
複
雑
な
文
様
を
描
く
の
に
適
し
て
い
る
。
こ
の

櫛
文
に
よ
る
幾
何
学
的
文
様
が
、
ビ
ー
カ
ー
精
製
土
器
の
代
褒
的
な
半
文
で

あ
る
。

　
箆
描
文
は
、
箆
状
工
具
に
よ
る
沈
線
文
で
あ
る
。
こ
の
施
文
法
は
イ
ギ
リ

ス
新
石
器
時
代
以
来
の
も
の
で
あ
り
、
ビ
ー
カ
ー
期
に
も
少
数
存
在
す
る
。

そ
し
て
ビ
ー
カ
ー
の
終
時
期
に
は
箆
描
文
が
櫛
文
に
と
っ
て
か
わ
っ
て
い
く
。

　
爪
形
文
は
、
親
指
と
人
差
指
を
用
い
て
白
文
し
た
ハ
悔
状
文
が
多
く
、
こ

の
ほ
か
に
指
以
外
の
原
体
を
用
い
て
施
文
し
た
可
能
性
の
あ
る
連
続
爪
形
文

の
例
も
少
数
あ
る
。
ビ
ー
カ
ー
粗
製
土
器
の
代
表
的
な
異
文
で
あ
る
。
な
お

ビ
ー
カ
ー
期
の
後
半
に
は
、
爪
形
よ
り
指
頭
圧
痕
が
め
だ
つ
も
の
が
、
多
く

な
る
。

　
各
器
種
の
特
微
と
用
途
　
先
に
設
定
し
た
六
器
種
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
徴
を
示
し
、
困
難
で
は
あ
る
が
用
途
に
つ
い
て
推
測
し
よ
う
。
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大
型
の
深
鉢
A
類
は
、
口
径
二
〇
㎝
強
、
総
高
四
五
㎝
を
中
心
と
し
、
こ

れ
よ
り
や
や
小
さ
い
も
の
も
あ
る
。
原
器
と
し
て
ハ
醜
状
爪
形
文
を
施
す
粗

製
土
器
で
あ
り
、
口
縁
直
下
が
屈
曲
し
た
り
、
突
帯
を
め
ぐ
ら
せ
る
も
の
が

多
い
P
ク
ラ
可
ク
は
こ
れ
を
、
蓋
と
し
た
布
ま
た
は
皮
を
緊
縛
す
る
装
置
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

解
し
、
こ
の
器
種
が
貯
蔵
用
土
器
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
大
型
の
浅
鉢
A
類
は
口
径
二
〇
㎝
、
器
高
一
五
㎝
を
中
心
と
す
る
丸
底
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

土
器
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
煮
沸
を
含
む
調
理
用
土
器
で
あ
ろ
う
が
、
精
製
土

器
の
文
様
を
施
す
も
の
が
あ
る
。

　
中
型
の
深
意
B
類
は
口
径
一
五
㎝
、
器
高
一
五
㎝
を
二
心
と
し
、
縄
文
や

櫛
文
で
最
も
華
や
か
に
飾
る
平
底
の
精
製
土
器
で
あ
る
。
こ
め
深
鉢
B
類
が

い
わ
ゆ
る
「
ビ
ー
カ
ー
」
に
あ
た
る
。
小
型
の
深
鉢
C
類
も
平
底
の
土
器
で

あ
り
、
口
径
一
〇
㎝
、
器
高
一
〇
㎝
を
中
心
と
す
る
。
無
文
の
も
の
と
縄
文

・
櫛
文
を
施
す
も
の
と
が
あ
る
が
、
施
蒸
す
る
も
の
も
深
鉢
B
類
よ
り
は
る

か
に
簡
単
な
文
様
構
成
を
と
る
こ
と
か
ら
重
鉢
C
類
は
粗
製
土
器
に
含
め
た

い
。
深
名
B
・
C
類
は
飲
物
を
入
れ
る
供
無
用
の
土
器
で
あ
ろ
う
。

　
中
型
の
浅
鉢
B
類
は
口
径
一
五
㎝
、
器
高
一
〇
㎝
弱
を
中
心
と
し
、
平
底

と
丸
底
と
が
あ
る
。
精
製
土
器
で
あ
る
も
の
が
多
い
。
小
型
の
浅
鉢
C
類
は

口
径
一
〇
㎝
、
器
高
五
㎝
を
中
心
と
す
る
平
底
の
土
器
で
あ
り
、
無
文
の
粗

製
土
器
で
あ
る
。
浅
鉢
B
・
C
類
は
食
物
を
盛
る
供
膳
用
土
器
で
あ
ろ
う
が
、

浅
鉢
C
類
に
は
燈
火
器
と
し
て
用
い
た
も
の
も
あ
る
。

　
以
上
の
う
ち
、
面
喰
用
土
器
に
つ
い
て
み
る
と
、
よ
り
大
型
の
精
製
土
器

で
あ
る
深
鉢
B
類
・
浅
鉢
B
類
を
共
用
の
盛
器
、
よ
り
小
型
で
粗
製
の
兜
鉢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

C
類
・
強
調
C
類
を
個
人
が
用
い
る
銘
々
器
と
解
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

た
だ
し
深
鉢
B
類
は
有
力
な
人
が
、
地
位
を
象
徴
す
る
特
殊
な
飲
物
を
飲
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

た
め
の
特
別
の
飲
器
で
あ
る
と
す
る
説
も
あ
る
。
こ
れ
に
従
う
な
ら
ば
深
鉢

B
類
と
お
そ
ら
く
垂
垂
B
類
と
は
、
特
定
の
人
の
属
人
器
と
な
り
、
派
生
す

　
　
　
　
　
⑪

る
問
題
は
多
い
。
深
鉢
B
類
は
個
人
墓
の
副
葬
土
器
の
主
流
を
な
す
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
が
特
別
の
属
人
器
で
あ
っ
た
か
、
家
族
が
共
用
し
た
土
器
で
あ

っ
た
か
に
よ
っ
て
、
副
葬
の
意
義
の
解
釈
に
も
差
異
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
を
に
わ
か
に
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
こ
こ
で
は
深
寝
A
類
は

貯
蔵
用
土
器
、
浅
鉢
A
類
は
調
理
用
土
器
で
あ
る
が
共
用
の
盛
器
を
兼
ね
、

深
鉢
C
類
・
浅
鉢
C
類
は
供
膳
の
銘
々
器
、
深
憂
B
類
・
合
馬
B
類
は
特
別

の
人
な
い
し
特
別
の
場
合
の
属
人
器
と
推
測
し
て
お
き
た
い
。

　
以
上
の
器
種
構
成
に
お
い
て
重
要
な
点
は
、
丸
底
の
土
器
が
イ
ギ
リ
ス
新

石
器
蒔
代
の
土
器
の
系
譜
を
ひ
き
、
平
底
の
土
器
は
大
陸
系
土
器
で
あ
る
こ

と
で
あ
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
新
石
器
時
代
の
土
器
は
愈
愈
を
原
則
と
し
、
深
浅
に
各
種
が
あ

⑫る
。
こ
れ
ら
に
は
煮
沸
用
土
器
、
貯
蔵
用
土
器
、
共
用
の
漆
器
と
推
測
で
き

る
も
の
が
あ
る
が
、
銘
々
器
の
存
在
は
顕
著
で
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
の
土
器
の

歴
史
に
お
い
て
ビ
ー
カ
ー
期
の
は
じ
ま
り
は
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
多
様
な
器
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種
構
成
の
土
器
の
影
響
を
受
け
た
重
要
な
画
期
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
同
時
に
調
理
用
土
器
を
中
心
と
し
て
、
在
来
の
土
器
の
系
譜
を
ひ
く
も

の
も
存
在
す
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。

　
②
ビ
ー
カ
ー
深
鉢
B
類
の
分
類
と
編
年

　
ビ
ー
カ
ー
深
鉢
B
類
は
各
器
種
の
中
で
、
器
形
と
文
様
（
器
颪
区
画
・
単

位
文
様
）
の
変
化
か
ら
変
遷
を
最
も
細
か
く
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し

個
々
の
土
器
に
つ
い
て
み
る
と
、
各
要
素
が
対
応
す
る
も
の
ば
か
り
で
は
な

い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
ク
ラ
ー
ク
は
集
成
と
分
析
の
結
果
、
器
形
が
最
も
不

安
定
な
要
素
で
あ
り
、
二
面
区
画
が
こ
れ
に
次
ぎ
、
区
画
に
充
填
す
る
単
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

文
様
の
組
合
せ
が
最
良
の
編
年
基
準
と
な
る
と
し
て
い
る
。
私
は
こ
れ
を
必

ず
し
も
否
定
は
し
な
い
が
、
む
し
ろ
器
形
・
器
面
区
画
・
単
位
文
様
は
相
互

に
密
接
な
関
係
を
も
ち
つ
つ
変
化
し
た
と
い
う
側
面
を
重
視
し
た
い
。
す
な

わ
ち
各
期
を
代
表
す
る
典
型
的
な
も
の
を
中
心
と
し
て
型
式
分
類
を
行
な
い
、

そ
の
変
化
を
理
解
す
る
こ
と
に
重
点
を
お
く
こ
と
に
す
る
。
そ
し
て
そ
れ
か

ら
や
や
外
れ
る
も
の
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
一
括
遺
物
を
検
討
す
る
機
会

を
得
て
行
な
い
た
い
。

　
な
お
先
述
の
と
お
り
ビ
ー
カ
ー
深
鉢
B
類
に
は
、
鐘
形
・
長
頸
形
・
短
頸

形
の
別
が
あ
る
が
、
短
弓
形
は
高
地
帯
、
特
に
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
中
心
と

す
る
地
域
に
分
布
す
る
。
本
稿
で
は
低
地
帯
を
中
心
と
す
る
考
察
を
行
な
う

た
め
、
鐘
形
を
1
式
、
長
頸
形
を
H
式
と
し
て
大
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
細
別

twtsifiZ？．ti）tihpt，NBpa

㍉
㍉
■

→→→

　
　
↓

L一二＿」L一」L塑塾」L饗］
鷺彦褒ζ多髪ε箋

照ξ鍵照

聾髪窺

騨響照灘離婁　　　　　　　　　　　　　　　　繊

叢継蒲ご臣慧智鷹謹蟹i

L塾堕」L遮」L一＿」墨L式 1，式 1、式 ∬試 互2式 豆3式

第6図　深鉢B類の器形・白面区画・単位：文様・施文原体の変化模式図

133　’ i289）



す
る
こ
と
に
す
る
（
第
六
図
、
第
七
・
八
図
左
端
列
）
。

　
1
1
式
　
器
形
は
典
型
的
な
鐘
形
で
あ
り
、
　
口
径
と
器
高
と
が
ほ
ぼ
等
し
い
。

胴
部
最
大
径
の
位
置
が
屈
曲
し
、
口
頸
部
は
ゆ
る
や
か
に
外
反
し
端
部
を
丸

く
お
さ
め
る
。
器
壁
は
薄
く
胎
土
は
精
良
で
あ
る
。
囁
試
訳
の
全
面
に
縄
文
を

横
位
に
繁
文
し
、
口
縁
端
部
内
面
に
も
縄
文
を
施
焦
す
る
も
の
が
あ
る
。
な

お
、
ご
く
ま
れ
に
縄
文
が
消
え
た
部
分
を
論
文
で
施
苦
し
な
お
し
た
も
の
が

あ
り
1
2
式
と
の
関
係
を
示
し
て
い
る
。

　
1
2
式
　
蚕
室
は
典
型
的
な
鐘
形
で
あ
る
が
、
器
高
が
口
径
よ
り
や
や
大
き

い
。
　
1
1
式
と
同
様
に
四
壁
が
薄
く
、
胎
土
も
精
良
で
あ
る
。
外
面
を
三
段

以
上
の
無
文
帯
で
四
段
以
上
に
横
位
区
画
し
、
塗
装
で
平
行
斜
線
文
、
綾
杉

文
、
斜
格
子
文
、
鋸
歯
文
等
を
表
わ
す
が
、
こ
れ
ら
の
単
位
文
様
は
恥
式
に

至
る
ま
で
主
流
を
な
す
。
ま
た
口
縁
端
部
内
面
に
賢
慮
す
る
も
の
が
あ
る
。

施
文
は
櫛
文
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
横
位
の
区
画
と
口
縁
端
部
内
薦
の

施
文
に
縄
文
を
残
す
も
の
が
あ
り
、
1
1
弐
か
ら
の
変
化
を
辿
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
1
3
式
　
器
形
は
鐘
形
で
あ
る
が
、
径
高
指
数
が
著
し
く
増
し
長
多
形
に
近

づ
く
。
そ
れ
と
と
も
に
盲
壁
が
厚
く
な
り
、
胎
土
に
フ
リ
ン
ト
細
片
・
砂
粒

等
の
混
和
材
を
剰
え
る
よ
う
に
な
る
。
爆
管
区
画
と
単
位
文
様
と
は
1
2
式
と

大
き
な
差
が
な
い
が
、
横
溢
内
を
縦
方
向
に
区
画
す
る
も
の
が
少
数
現
わ
れ

る
。
ま
た
縄
文
の
魚
文
、
財
嚢
端
部
内
面
の
施
文
は
行
な
わ
な
く
な
る
。

　
H
式
　
器
形
は
口
頸
部
と
胴
部
の
境
が
ゆ
る
や
か
な
稜
を
な
し
て
公
領
形

と
な
る
。
ま
た
口
頸
部
は
ゆ
る
や
か
に
内
欝
し
端
部
が
面
を
な
す
。
器
面
区

画
と
単
位
文
様
は
1
3
式
と
大
き
な
差
が
な
い
が
、
口
頸
部
の
無
文
帯
が
明
確

で
な
い
も
の
が
現
わ
れ
、
相
似
た
文
様
帯
を
組
み
合
わ
せ
て
、
一
見
、
幅
の

広
い
一
つ
の
文
様
帯
に
み
え
る
も
の
を
用
い
る
よ
う
に
な
る
事
が
重
要
で
あ

る
。
ま
た
口
縁
端
面
に
文
様
を
施
す
よ
う
に
な
る
。
な
お
1
式
の
多
く
は
焼

成
が
良
く
、
1
1
・
1
2
式
は
暗
褐
色
、
1
3
式
は
赤
褐
色
を
呈
す
る
も
の
が
多
い

の
に
対
し
て
、
伍
式
以
後
は
焼
成
が
次
第
に
悪
く
な
り
黄
褐
色
を
呈
す
る
よ

う
に
な
る
。
｝

　
1
1
式
　
舟
形
は
典
型
的
な
長
頸
上
で
あ
り
、
　
口
頸
部
と
胴
部
の
境
が
明
確

な
稜
を
な
す
。
書
面
の
横
位
区
画
は
三
段
な
い
し
二
段
と
少
な
く
な
り
、
口

頸
部
を
一
連
の
文
様
帯
で
飾
る
も
の
が
大
多
数
を
占
め
る
。
単
位
文
様
は
、

広
い
面
を
都
響
ナ
る
の
に
適
し
た
偏
格
文
を
多
用
し
、
六
角
文
も
少
数
現
わ

れ
る
。

　
賜
式
　
器
形
は
口
頸
部
か
ら
底
部
に
至
る
ま
で
属
曲
が
弱
く
、
器
壁
が
著

し
く
厚
く
な
る
。
・
器
面
は
区
画
し
な
い
も
の
が
多
く
、
横
位
に
区
画
す
る
場

合
で
も
区
画
帯
に
文
様
を
現
わ
し
、
全
颪
法
文
と
す
る
よ
う
に
な
る
。
単
位

文
様
は
六
角
文
が
主
で
あ
り
、
文
様
構
成
は
非
常
に
簡
素
と
な
る
。
ま
た
幽

静
に
か
え
て
箆
心
々
を
多
用
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
以
上
の
1
1
～
琵
・
恥
～
1
3
式
の
変
化
を
要
素
別
に
み
る
と
、
器
形
は
鐘
形 134　（290）
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か
ら
径
界
指
数
が
増
し
て
長
頸
形
へ
、
施
文
具
は
縄
か
ら
櫛
、
次
い
で
箆
へ
、

器
面
区
画
は
横
位
全
颪
施
文
か
ら
多
段
横
帯
区
画
、
次
い
で
横
帯
の
収
約
へ
、

単
位
文
様
は
横
位
縄
文
か
ら
、
細
い
横
帯
を
充
填
す
る
文
様
、
次
い
で
広
い

面
を
充
填
す
る
文
様
へ
と
連
続
的
に
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
が
判
る
（
第
六

図
）
。

　
そ
し
て
器
形
に
お
け
る
径
高
指
数
の
増
加
と
文
様
に
お
け
る
多
段
横
帯
区

画
の
採
用
と
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
器
形
の
長
二
形
化
と
墨
刺
区
画
の

収
約
に
も
洞
様
の
関
係
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
し
い
て
判
断
す
る
な

ら
ば
、
上
下
に
な
ら
ぶ
多
段
横
帯
区
圃
の
採
用
が
径
高
鮨
数
の
増
加
と
長
井

形
化
を
生
じ
さ
せ
、
反
対
に
長
頸
形
が
確
立
す
る
と
、
そ
の
く
び
れ
た
器
形

が
横
帯
区
画
の
収
約
を
う
な
が
し
た
と
考
え
た
い
。
そ
し
て
勿
論
、
単
位
文

様
は
器
面
区
画
の
変
化
と
対
応
し
て
、
幅
の
狭
い
横
帯
の
逆
臣
に
適
し
た
も

の
か
ら
、
幅
広
の
横
手
な
い
し
広
い
面
を
充
填
す
る
の
に
適
し
た
も
の
へ
と

変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
1
1
∵
1
2
式
で
は
口
慰
端
部
内
面
に
施
逸
す

る
こ
と
が
多
い
の
に
対
し
て
、
翫
式
以
後
は
野
縁
上
端
面
に
施
文
す
る
よ
う

に
な
る
こ
と
も
、
口
頸
部
が
外
反
す
る
形
態
か
ら
内
慰
す
る
形
態
に
変
化
す

る
こ
と
と
対
応
し
て
い
る
。

　
以
上
の
h
～
1
3
・
恥
～
恥
式
の
変
化
は
連
続
的
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
先

に
示
し
た
よ
う
に
h
式
の
起
源
は
中
央
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
西
部
の
新
石
器
時
代
末

の
土
器
い
o
o
巴
O
o
誌
Φ
ロ
ぞ
霞
①
一
唱
8
口
説
賢
島
σ
q
切
o
o
ぴ
b
ご
①
㊤
糊
塗
に
求
め る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
h
式
か
ら
珊
式
へ
と
変
化
し
た
の
で
あ

り
、
そ
の
反
対
で
は
な
い
こ
と
が
判
る
。

　
㈹
　
ビ
ー
カ
ー
の
時
期
区
分

　
以
上
で
検
討
し
た
ビ
ー
カ
ー
深
鉢
B
類
の
編
年
を
基
礎
に
、
他
の
器
種
と

　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
関
係
を
検
討
す
る
と
、
他
の
器
種
は
出
土
例
の
少
な
さ
も
あ
っ
て
三
六
B

類
ほ
ど
に
は
細
か
く
変
化
を
辿
れ
な
い
が
、
一
定
の
対
応
す
る
変
化
が
あ
る

こ
と
が
判
る
（
第
七
・
八
図
）
。
こ
の
こ
と
か
ら
深
鉢
B
類
1
1
～
1
3
．
m
～

恥
式
を
指
標
と
し
て
、
ビ
ー
カ
ー
期
を
1
期
古
・
中
・
新
段
階
、
狂
稽
古
・

中
・
新
段
階
の
六
期
に
分
期
し
た
い
。
ま
ず
こ
の
各
期
の
深
厚
B
類
以
外
の

器
種
の
変
化
を
み
て
お
こ
う
。

　
深
鉢
A
類
　
－
不
起
段
階
に
は
口
縁
部
が
屈
曲
し
て
内
題
す
る
も
の
と
、

緩
や
か
に
外
反
す
る
も
の
と
が
あ
り
、
口
縁
都
直
下
外
面
に
里
塚
を
施
す
も

の
も
少
造
あ
る
。
誓
文
は
爪
形
に
よ
る
ハ
字
状
文
が
主
で
あ
り
稀
に
縄
文
を

施
す
。
一
玉
期
中
段
階
以
後
は
口
縁
部
直
下
外
面
に
突
帯
を
施
す
も
の
が
多
く

な
り
、
、
器
形
は
1
期
新
段
階
に
か
け
て
器
高
を
増
す
。
r
∬
期
古
段
階
の
資
料

は
少
な
い
が
、
H
期
中
段
階
に
は
口
縁
部
文
様
帯
が
生
じ
る
。
H
期
新
段
階

に
は
器
形
が
直
線
的
で
胴
部
で
屈
曲
す
る
よ
う
に
な
り
、
屈
曲
す
る
位
置
に

文
様
帯
を
施
す
も
の
が
多
い
。
青
銅
器
時
代
中
期
の
骨
壷
q
讐
は
亡
の
器

種
の
系
譜
を
ひ
く
も
の
で
あ
る
。

　
深
鉢
C
類
　
－
期
の
深
鉢
C
類
は
無
文
の
も
の
と
簡
略
な
貫
文
の
も
の
と
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が
あ
る
が
、
深
鉢
B
類
と
同
様
の
器
形
変
化
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。
1
期

に
は
深
鉢
C
類
の
存
在
が
顕
著
で
な
く
な
り
、
深
鉢
B
類
に
ハ
字
状
文
や
箆

秘
文
を
施
し
た
粗
製
土
器
が
現
わ
れ
る
。

　
浅
鉢
A
類
　
－
期
古
段
階
に
は
縄
文
を
施
し
た
丸
底
の
も
の
、
1
期
中
段

階
に
は
櫛
文
を
施
し
た
丸
底
の
も
の
が
あ
る
が
、
1
期
新
段
階
以
後
は
丸
底

の
確
実
な
例
が
な
い
。
H
期
古
段
階
に
は
良
好
な
資
料
が
な
く
、
H
期
中
段

階
に
ハ
字
状
文
を
施
し
た
平
底
の
も
の
、
H
期
新
段
階
に
玄
馬
文
を
施
し
た

も
の
が
あ
る
。

　
浅
鉢
B
類
浅
鉢
B
類
は
1
期
に
は
口
縁
部
が
外
反
し
、
1
期
に
は
内
耳

す
る
。
そ
し
て
三
文
も
深
鉢
B
類
と
ほ
ぼ
対
応
し
た
変
化
を
辿
る
。

　
浅
鉢
C
類
浅
鉢
C
類
は
無
文
の
粗
製
土
器
で
あ
り
明
確
な
型
式
変
化
を

辿
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
1
期
に
は
か
な
り
存
在
す
る
が
、
H
期
に
は
確
実

な
例
が
な
い
。
あ
る
い
は
ブ
ド
ウ
状
杯
○
雷
憎
①
O
葭
や
と
さ
れ
る
も
の
が
、

浅
鉢
C
類
に
代
わ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
以
上
の
各
言
種
の
変
化
を
ま
と
め
る
と
、
ビ
ー
カ
ー
期
は
1
期
と
丑
期
と

で
か
な
り
様
相
を
異
に
す
る
。
ビ
ー
カ
i
I
期
は
、
上
種
に
多
く
の
種
類
が

あ
り
、
土
器
の
作
り
は
全
般
的
に
丁
寧
で
あ
る
。
ま
た
丸
底
と
平
底
の
器
形

が
混
在
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
ビ
ー
カ
ー
H
期
は
器
種
構
成
が
や
や
簡
素
に

な
り
、
土
器
の
作
り
も
1
期
に
比
し
て
粗
雑
化
し
て
い
く
。
ま
た
器
形
は
平

底
に
統
一
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
諸
点
に
お
い
て
、
1
期
新
段
階
を
転

換
期
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
㈲
　
ビ
ー
カ
ー
の
分
布

　
以
上
の
各
期
に
お
い
て
ビ
ー
カ
ー
は
ど
の
よ
う
に
分
布
す
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
こ
こ
で
は
年
代
の
判
定
が
容
易
で
あ
り
、
報
告
例
の
多
い
深
鉢
B
類
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

中
心
に
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
（
第
九
～
一
四
図
）
。

　
」
翻
弄
段
階
夏
期
古
段
階
に
は
ビ
ー
カ
ー
は
オ
ラ
ン
ダ
・
フ
ラ
ン
ス
・

イ
ギ
リ
ス
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
中
心
と
す
る
地
域
に
分
布
す
る
（
第
九
図
）
。

こ
の
地
域
の
う
ち
ビ
ー
カ
ー
の
出
規
を
連
続
的
に
把
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
オ
ラ
ン
ダ
（
ラ
イ
ン
川
下
流
域
）
で
あ
る
こ
と
は
す
で
一
7
山
示
し
た
。
こ
れ

以
外
の
地
で
は
ビ
ー
カ
ー
は
非
連
続
的
に
出
現
す
る
。

　
1
期
中
段
階
　
こ
の
時
期
に
ビ
ー
カ
ー
は
分
布
を
最
も
拡
大
し
、
西
は
イ

ベ
リ
ア
、
南
は
シ
シ
リ
ー
島
・
北
ア
フ
リ
カ
、
東
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ハ
ン
ガ

リ
ー
、
北
は
イ
ギ
サ
ス
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
ま
で
及
ぶ
（
第
一
〇
図
）
。

た
だ
し
調
理
用
の
器
種
に
着
目
す
る
と
新
石
器
時
代
以
来
の
地
域
差
が
存
在

す
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
在
地

の
土
器
に
比
し
て
ビ
ー
カ
ー
は
例
外
的
な
存
在
で
あ
る
。

　
1
期
新
段
階
　
こ
の
時
期
、
ビ
ー
カ
ー
の
分
布
は
著
し
く
狭
く
な
り
、
ラ

イ
ン
川
中
流
域
と
イ
ギ
リ
ス
低
地
帯
に
集
中
す
る
　
（
第
一
一
図
）
。
　
ラ
イ
ン

川
下
流
域
と
イ
ギ
リ
ス
高
地
帯
北
部
（
入
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
）
と
に
は
短
落
勢

の
ビ
ー
ガ
ー
が
分
布
し
、
鐘
形
ビ
ー
カ
ー
の
伝
統
が
最
も
強
く
残
っ
た
地
域
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第9図　ビーカー1期古段階の分布

と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
周
辺
に
お

い
て
は
ビ
ー
カ
…
に
長
頸
形
化
の
傾
向
が
現
わ

れ
た
と
解
し
う
る
。
ま
た
こ
れ
ら
よ
り
さ
ら
に

周
辺
の
地
域
で
は
土
器
が
無
文
化
し
、
独
自
の

地
域
圏
を
形
成
し
て
い
く
。
な
お
金
属
器
文
化

か
ら
み
る
と
、
中
心
地
は
土
器
が
無
文
化
す
る

中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
心
部
に
あ
る
こ
と
に
も
留

意
し
た
い
。

　
丑
期
古
段
階
　
こ
の
時
期
、
長
頸
形
ビ
ー
カ

ー
の
分
布
は
最
も
狭
く
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
低
地

帯
に
ほ
ぼ
限
ら
れ
る
（
第
一
二
図
）
。
な
お
こ

の
地
域
の
中
で
は
、
東
海
岸
の
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー

地
方
・
東
ア
ン
グ
リ
ア
地
方
に
出
土
例
が
多
い
。

　
耳
期
中
段
階
分
布
の
中
心
が
イ
ギ
リ
ス
低

地
帯
に
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
が
、
高

地
帯
と
ア
イ
ル
ラ
ツ
ド
に
ま
で
分
布
が
拡
大
す

る
（
第
＝
二
図
）
。
ま
た
こ
の
段
階
か
ら
ウ
ェ

セ
ッ
ク
ス
地
方
が
分
布
の
最
大
の
中
心
地
と
な

り
豊
か
な
副
葬
品
を
も
つ
墓
が
営
な
ま
れ
る
よ

う
に
な
る
。
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H
期
新
段
階
こ
の
時
期
に
は
ア
イ
ル
ラ
ソ

ド
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
か
ら
の
出
土
は
知
ら
れ
て
い

な
い
が
、
北
へ
は
さ
ら
に
分
布
を
拡
大
す
る

（
第
一
四
図
）
。
そ
し
て
こ
の
段
階
を
最
後
と

し
て
ビ
ー
カ
ー
の
特
質
は
失
な
わ
れ
、
粗
製
の

青
銅
器
時
代
中
期
の
土
器
へ
と
変
わ
っ
て
い
く
。

　
以
上
か
ら
ビ
ー
カ
ー
1
期
に
は
汎
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
土
器
圏
が
、
豆
期
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
地
域
的

土
器
圏
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
が
判
っ
た
。
そ
し

て
こ
の
分
布
の
変
化
が
何
を
意
味
す
る
か
を
判

断
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
イ
ギ
リ
ス
に
限
り
、

本
稿
で
検
討
し
え
た
土
器
の
欄
体
数
を
計
算
す

る
と
、
1
期
古
段
階
が
六
三
、
1
期
中
段
階
が

七
〇
、
1
期
新
段
階
が
一
＝
一
昭
、
H
期
古
段
階

が
二
〇
七
、
豆
期
中
段
階
が
三
三
六
、
H
期
新

段
階
が
一
一
七
で
あ
る
。
ビ
ー
カ
ー
の
地
域
色

が
顕
在
化
す
る
1
期
薪
段
階
は
、
お
そ
ら
く
衰

退
の
時
期
で
は
な
く
、
遺
跡
が
増
加
し
地
域
社

会
が
確
立
し
た
段
階
で
あ
る
と
み
な
す
こ
と
が

で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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㈲
　
ビ
ー
カ
ー
の
暦
年
代

　
ビ
ー
カ
ー
の
暦
年
代
を
検
討
す
る
方
法
と
し

て
は
ビ
ー
カ
ー
に
共
伴
す
る
青
銅
器
に
よ
る
方

法
と
、
聡
年
代
に
よ
る
方
法
と
が
あ
る
。

　
青
銅
器
に
つ
い
て
は
次
章
で
検
討
す
る
が
、

結
論
を
示
す
と
、
ビ
ー
カ
ー
H
期
中
・
新
段
階

≦
Φ
・
・
ω
Φ
麟
O
巳
ε
お
は
、
前
一
八
○
○
年
～
一

五
〇
〇
年
頃
に
比
定
さ
れ
る
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
ア
ウ
ニ
ェ
テ
ィ
ツ
文
化
b
口
且
①
菖
普
○
目
賢

　
　
　
　
　
　
⑯

け
賛
⑦
に
併
行
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
や
や
ガ

お
お
ま
か
で
は
あ
る
が
、
ビ
ー
カ
ー
期
の
年
代

を
前
三
千
年
紀
末
～
前
二
千
年
紀
前
半
頃
に
比

定
し
て
お
き
た
い
。

　
な
お
年
輪
年
代
に
よ
る
補
正
を
行
な
っ
た
死

年
代
に
よ
る
と
ビ
ー
カ
ー
期
は
前
二
六
〇
〇
年
つ

～
一
七
〇
〇
年
頃
の
婆
得
麺
聡
年
代
に
つ

い
て
は
、
相
対
年
代
が
様
式
編
年
の
結
果
と
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

ぼ
一
致
す
る
こ
と
に
満
足
し
て
お
き
た
い
。

　
⑥
小
結

　
以
上
で
ビ
ー
カ
ー
の
様
式
と
分
布
と
に
つ
い
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第12図　ビーカー韮期古段階の分布第13図　ビーカー　ll期中段階の分布

て
検
討
し
、
ビ
ー
カ
i
期
は
単
一
の
時
期
で
は
な
い
と
い
う
結
果
を
得
た
。

ビ
ー
カ
ー
ー
期
は
汎
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
土
器
圏
を
な
し
、
器
種
構
成
は
多
様
で

あ
り
、
土
器
の
作
り
は
丁
寧
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ピ
ー
．
カ
i
∬
期
に
は

地
域
的
土
器
圏
を
形
成
し
、
器
種
構
成
も
簡
素
と
な
り
、
土
器
も
粗
雑
な

作
り
と
な
る
。
こ
れ
を
単
純
化
し
て
蓑
わ
す
乏
－
期
は
イ
ギ
リ
ス
が
大
陸

の
土
器
の
強
い
影
響
を
受
け
た
時
期
、
H
期
は
大
陸
の
影
響
と
在
来
の
伝

統
と
か
ら
新
た
な
土
器
圏
が
成
立
し
た
時
期
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
1
期
新
段
階
を
そ
の
転
換
期
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

①
　
イ
ギ
リ
ス
の
地
域
区
分
に
つ
い
て
は
次
の
二
書
に
拠
っ
た
。

　
｝
．
窓
．
0
9
0
ω
四
民
〉
●
男
護
僧
巳
儒
冒
α
Q
、
、
、
甥
　
o
じ
d
δ
言
⑦
〉
σ
q
①
貯
国
母
o
で
o
”
、
、

　
い
O
コ
O
O
閂
ピ
H
の
刈
㊤
■

　
P
い
．
Ω
㊤
纂
ρ
、
、
切
o
巴
（
①
同
勺
o
簿
⑦
蔓
o
h
O
村
霧
け
じ
σ
鼠
雷
貯
勲
盈
H
話
げ
只
一
”
．
」

　
け
9
託
9
こ
お
δ
．

②
ス
ト
ン
ヘ
ソ
ジ
に
は
三
段
階
あ
り
、
第
一
段
階
が
新
石
器
時
代
末
、
第
二
・

　
三
段
階
が
ビ
ー
カ
ー
期
に
属
す
る
。

⑧
ψ
距
σ
q
σ
q
o
零
”
．
同
9
国
p
二
《
6
0
δ
自
①
〉
σ
q
o
貯
≦
。
ω
ω
窪
、
M
翠
0
8
a
冒
σ
q
ω

　
o
｛
昏
o
準
Φ
鉱
ω
ε
ユ
o
ω
o
o
一
〇
隠
＜
o
ド
企
お
ω
Q
。
℃
℃
唱
．
鵠
1
一
8
●

⑧
ほ
と
ん
ど
の
資
料
は
後
に
述
べ
る
王
期
古
段
階
に
属
す
る
が
、
深
鉢
A
類
に

　
つ
い
て
は
良
好
な
資
料
が
得
ら
れ
な
い
た
め
工
期
中
段
階
の
資
料
を
用
い
た
。

⑤
　
本
稿
で
規
い
た
資
料
の
詳
細
（
出
土
地
、
出
土
遺
構
、
共
伴
関
係
）
は
以
下

　
の
ゴ
筆
口
を
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
口
も
〉
σ
・
門
2
。
ヨ
ξ
層
、
、
〉
ω
ε
畠
o
｛
3
。
し
σ
δ
壽
。
〉
σ
q
。
℃
。
暮
。
蔓
ヨ

　
Ω
δ
母
ゆ
ユ
け
p
ヨ
雪
α
翻
o
置
昌
畠
㊤
民
囲
富
〉
。
・
ω
o
o
冨
畠
α
Ω
同
四
く
⑦
Ω
o
o
ユ
ω
．
、
唱

　
○
拷
♂
a
い
一
り
お
．
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o

娩

ゆ

　
　
ω
．
歪
σ
q
σ
Q
o
け
紗
、
円
9
国
舞
芝
切
δ
g
o
＞
σ
q
o
言
≦
①
・
。
。
a
o
筏
い
℃
δ
8
a
一
一
口
σ
q
6
。
o
h

　
跨
o
勺
吋
o
ぼ
ω
8
ユ
o
ω
0
9
①
け
団
く
o
一
．
介
一
8
g
。
㌧
℃
℃
．
紹
1
一
8
。

　
　
P
野
Ω
母
一
δ
．
、
切
①
更
興
勺
o
簿
⑦
蔓
o
幽
○
話
p
け
し
d
江
3
貯
p
民
犀
o
冨
邑
、
、

　
い
O
コ
α
o
戸
戸
り
ざ
．

⑥
　
∪
．
ダ
Ω
胃
犀
o
．
．
し
ロ
＄
ざ
『
勺
o
窪
o
曙
o
h
Ω
器
p
け
b
ご
二
3
言
雪
O
腎
o
冨
＆
、
．

　
P
o
ロ
亀
o
詳
一
雪
P
℃
．
一
9

⑦
注
⑥
前
掲
文
献
三
六
頁
。

⑧
　
ク
ッ
キ
ン
グ
・
ボ
ー
ル
O
o
o
江
昌
σ
q
】
W
o
乱
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
機
会

　
を
を
得
て
煤
の
付
着
等
の
調
査
を
し
た
い
。
本
器
種
は
イ
ギ
リ
ス
新
石
器
時
代
の

　
土
器
の
系
譜
を
ひ
き
モ
ル
ト
レ
イ
ク
式
土
器
諸
o
＝
吋
巴
（
⑦
乏
碧
o
と
呼
ば
れ
る

　
が
、
ピ
…
カ
ー
と
共
伴
し
、
逆
に
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
特
徴
的
な
脚
付
浅
鉢
は
イ

　
ギ
リ
ス
で
例
外
的
な
存
在
で
あ
る
た
め
、
ビ
ー
カ
ー
の
器
種
の
一
つ
と
み
な
す
。

⑨
　
佐
原
真
「
食
器
に
お
け
る
共
用
器
・
銘
々
器
・
属
人
器
」
（
『
文
化
財
論
叢
』
奈

　
良
国
立
文
化
財
研
究
所
創
立
三
〇
周
年
記
念
論
文
集
、
一
九
八
二
年
）

ビーカーK期新段階の分布第1姻

⑩
多
い
頃
p
三
ω
。
p
、
、
目
6
ゆ
Φ
聾
興
司
。
芽
、
”
℃
ぎ
＆
。
コ
、
δ
。
。
ρ
電
。
ま
ヂ

　
お
⑦
●

⑪
　
注
⑨
前
掲
文
献
で
佐
原
莫
氏
は
現
在
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
属
人
器
が
ほ
と
ん
ど

　
存
在
し
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

⑫
ω
．
葱
σ
Q
σ
q
。
二
、
．
日
、
［
お
乞
8
聾
三
。
〇
三
賞
貫
。
し
・
。
同
昏
。
響
三
・
。
げ
E
㊦
ω
、
．
讐

　
い
o
o
α
9
ご
H
り
蜘
《

⑬
注
⑥
前
掲
文
献
五
～
八
頁
。
な
お
ビ
ー
カ
ー
の
巣
位
文
様
は
三
〇
種
以
上
あ

　
る
が
、
本
稿
で
は
代
表
的
な
も
の
の
紹
介
に
と
ど
め
る
。

⑭
共
伴
関
係
に
つ
い
て
は
注
⑤
前
掲
文
献
参
照
。

⑮
ビ
ー
カ
ー
1
期
古
・
申
段
階
は
注
⑩
前
掲
文
献
、
工
期
新
段
階
～
H
期
新
段

　
階
は
注
⑥
前
掲
文
献
に
よ
っ
て
分
布
図
を
作
成
し
た
。

⑯
注
⑧
前
掲
文
献
。

⑰
ρ
即
g
マ
①
’
5
、
≦
。
鴇
窪
鼠
昏
o
暮
竃
岩
①
旨
。
、
〉
§
仁
a
o
h
島
。

　
し
d
ユ
ニ
ω
げ
ω
o
げ
o
o
一
9
酔
〉
昏
o
コ
ω
㌧
ズ
p
①
Q
◎
、
一
雷
Q
。
’

　
　
ρ
閑
魯
坤
虫
く
＼
．
ζ
ロ
置
訟
亀
。
7
℃
お
鑑
ω
ε
曼
、
い
い
o
瓢
α
o
コ
レ
㊤
謹
b
℃
℃
』
b
。
。
。
ー
b
。
b
。
伊

⑱
犯
年
代
が
正
し
い
な
ら
ば
、
考
古
資
料
の
編
年
網
が
遠
か
ら
ず
よ
り
合
理
的

　
　
エ

　
に
正
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ま
で
は
従
来
の
年
代
観
に
従
っ
て
お
き
た
い
。

三
　
イ
ギ
リ
ス
青
銅
器
時
代
の
は
じ
ま
り

前
章
に
お
い
て
ビ
ー
カ
ー
の
考
察
を
行
な
い
一
定
の
結
果
を
得
た
が
、
次

に
土
器
以
外
の
資
料
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
を
検
討
し
、
ビ
ー
カ
ー
期

の
位
麗
づ
け
を
行
な
い
た
い
。
そ
の
た
め
の
資
料
と
し
て
は
、
銅
・
青
銅
武

器
、
石
器
、
装
身
具
、
葬
制
、
住
居
、
農
業
・
牧
畜
技
術
等
が
あ
る
。
勿
論

こ
れ
ら
を
問
題
に
す
る
た
め
に
は
個
々
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
な
け
れ
ぱ
な
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ら
な
い
が
、
こ
こ
で
は
今
知
り
得
る
こ
と
を
ま
と
め
、
現
在
の
時
点
で
の
考

え
を
示
す
こ
と
に
し
た
い
。

　
銅
・
青
銅
武
器
　
短
剣
が
主
要
な
金
属
製
武
器
で
あ
る
が
、
ビ
…
カ
ー
期
の

◎

ー
ー
⑤

砺

／＠＠

o　e　e

”：．＝．一r一　＝＝　’＝D

NN　”．
は
じ
め
に
は
確
実
な
資
料
が
な
く
、
ビ
ー
カ
ー
1
期
新
段
階
以
後
に
集
中
し

て
い
る
。
有
茎
の
1
式
剣
と
、
茎
が
な
く
複
数
の
鋲
で
把
に
装
着
す
る
∬
三

瀬
と
が
あ
り
、
1
式
剣
は
剣
身
の
形
と
鋲
の
数
と
に
よ
っ
て
さ
ら
に
細
別
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
　
　
　
　
　
　
き
る
（
第
一
五
図
1
・
4
）
。
有
茎
の
王
式
剣
は
ビ
…
カ
i

4

　
N
眠

へ

，
1
～

　
　
　
2

剛
。
ン
競

　
．
駐

一
’

、

3

◎

1

∠

袋
、
／
D

ビーカー土器考（宇野）

1

　O　10cm
　参喜15図　　鋼・青　銅　武器

（1～3：ビーカー1期，4：ビーカーH期，縮尺1／3）

1
期
新
段
階
に
現
わ
れ
、
一
つ
の
鋲
で
と
め
る
小
型
品
を

　
　
②

伴
な
う
。
ビ
ー
カ
ー
1
期
中
段
階
に
は
鋲
留
の
豆
式
剣
と

な
り
一
同
新
…
段
階
へ
続
く
が
、
目
口
要
な
占
州
は
H
式
剣
が
中
血
く

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ア
ウ
ニ
ェ
テ
ィ
ツ
文
化
》
露
三
①
賦
誌
O
¢
罷

ε
お
の
青
銅
剣
に
一
致
し
、
ビ
ー
カ
ー
期
の
暦
年
代
を

決
定
す
る
資
料
と
な
る
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
注
意
す
べ

き
こ
と
は
こ
の
剣
の
起
源
は
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
経
て
、

エ
ー
ゲ
・
レ
バ
ン
ト
・
エ
ジ
プ
ト
と
い
う
東
地
中
海
の
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

明
社
会
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
分
析
例
は
少

な
い
が
、
1
式
剣
は
銅
製
品
が
多
い
。
た
だ
し
小
型
の
青

銅
剣
が
ビ
ー
カ
ー
1
期
新
段
階
に
あ
り
、
こ
れ
が
イ
ギ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ス
に
お
け
る
最
古
の
青
銅
器
で
あ
る
（
第
一
五
図
2
）
。

ま
た
金
属
器
の
製
作
道
具
と
し
て
は
各
種
の
ハ
ン
マ
ー
が

発
晃
さ
れ
て
い
る
が
、
ク
ラ
ー
ク
は
ビ
ー
カ
ー
工
期
古
・

中
段
階
の
金
属
器
は
鍛
造
で
あ
り
、
同
新
段
階
以
後
に
鋳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

造
製
晶
が
現
わ
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
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石
器
　
ビ
ー
カ
ー
期
の
主
要
な
武
器
は
弓
で
あ
ろ
う
。
ビ
ー
カ
ー
の
出
現

と
と
も
に
打
製
三
角
有
茎
石
鎌
が
現
わ
れ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
新
石
器
時
代
の

石
鐡
は
打
製
柳
葉
形
で
あ
り
、
こ
れ
は
新
し
い
型
式
で
あ
る
（
第
一
六
図
1
）
。

そ
し
て
ビ
ー
カ
ー
∬
期
に
は
、
か
え
り
が
発
達
し
て
先
端
が
角
ば
る
よ
う
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

な
る
が
、
ピ
ゴ
ッ
ト
は
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
地
方
と
の
関
連
を
指
摘
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も

（
第
一
六
図
5
）
。
ま
た
弓
の
道
具
で
あ
る
石
製
柄
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
ビ



ビーカー土器考（宇野）

ー
カ
ー
1
期
新
段
階
以
後
の
例
し
か
知
ら
れ
て
い
な
い
（
第
一
六
図
2
・
6
）
。

打
製
石
剣
は
ビ
ー
カ
ー
1
期
新
段
階
に
銅
剣
と
と
も
に
出
現
し
、
ビ
ー
カ
ー

H
期
に
続
く
（
第
一
六
図
3
・
7
）
。
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
関
連
で
重
要

な
石
製
三
島
は
ビ
ー
カ
ー
1
期
に
確
実
な
例
が
な
く
、
ビ
ー
カ
ー
H
期
に
限

ら
れ
て
い
る
（
第
一
六
図
8
）
。
　
な
お
墓
直
土
の
石
器
の
ほ
と
ん
ど
は
大
陸

系
で
あ
る
が
集
落
か
ら
は
新
石
器
時
代
の
系
譜
を
ひ
く
打
製
石
器
類
が
出
土

す
る
。

　
装
身
具
　
ビ
ー
カ
ー
の
繊
現
と
と
も
に
金
製
耳
飾
が
現
わ
れ
る
が
、
　
こ
れ

　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
い

ぺ、

@
．

！
　
’

銅

郡獄’飛

　　員
の鋤σoo蓼¢こ翻

金
銅
、

穂
、

が
境
在
の
と
こ
ろ
イ
ギ
リ
ス
最
古
の
金
属
製
品
で
あ
る
（
第
一
七
図
1
）
。
こ

の
ほ
か
ビ
ー
カ
i
I
期
に
は
銅
製
ピ
ソ
、
金
製
ボ
タ
ン
外
装
具
、
銅
・
貝
製

首
飾
、
骨
面
帯
留
が
あ
る
（
第
一
七
図
2
～
6
）
。
ビ
ー
カ
ー
期
初
頭
に
、

ボ
タ
ン
・
ピ
ソ
・
帯
留
・
首
飾
と
い
う
新
石
器
時
代
に
は
な
か
っ
た
装
身
具

の
セ
ッ
ト
が
現
わ
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
所
有
者
が
服
飾
に
お
い
て
大
陸
風
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ビ
ー
カ
ー
1
期
中
段
階
以
後
に
は
ウ
ェ
セ
ッ

ク
ス
地
方
で
黒
玉
製
ボ
タ
ン
・
帯
留
が
大
量
に
製
作
さ
れ
、
ま
た
青
銅
製
腕

飾
類
が
現
わ
れ
る
（
第
一
七
図
7
～
1
3
）
。

6
、
留
◎
奮
叩
⑬
鯉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

　
　
　
　
　
　
　
　
フ

〉砂》＞＞＞7ζ
巡

育銅

O　．　IQcm
　
期
　
ロ
　
一
　
カ
　
一
具
ビ
　
拙
身
卜

装
醐
蝉第｛　

8
）

　
～
瑠

　
－
尺

　
（
縮
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葬
制
　
ビ
ー
カ
ー
期
の
は
じ
ま
り
は
葬
制
に
お
け
る
大
き
な
画
期
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
新
石
器
蒋
代
に
は
火
葬
共
同
墓
で
あ
る
長
形
墳
ピ
。
瓢
σ
q
b
ご
震
器
均

を
営
む
が
、
ビ
ー
カ
ー
期
に
な
る
と
横
臥
屈
葬
の
土
葬
個
人
墓
で
あ
る
円
形

墳
図
。
§
島
切
⑳
羅
。
≦
が
主
流
と
な
る
。
こ
の
新
し
い
葬
制
が
中
央
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
系
譜
を
ひ
く
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
な
お
ビ
ー
カ
ー
期
の
埋
葬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

に
は
い
く
つ
か
の
種
類
が
あ
り
、
そ
の
年
代
と
地
域
性
の
分
析
は
重
要
で
あ

る
が
、
本
稿
で
は
ビ
ー
カ
ー
の
出
現
が
大
陸
の
葬
制
の
伝
来
と
一
致
す
る
こ

と
を
示
す
の
に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

　
住
居
　
ビ
ー
カ
ー
期
に
お
い
て
住
居
が
円
形
で
あ
る
か
方
形
で
あ
る
か
は

非
常
に
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
新
石
器
時
代
に
は
イ
ギ
リ
ス
は
基

本
的
に
円
形
住
唐
が
分
布
す
る
西
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
の
地
域
に
属
し
、
中
央
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
は
方
形
住
居
の
地
域
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ビ
ー
カ
ー
期
の
住
居
の

発
掘
例
は
多
く
は
な
い
が
、
従
来
は
高
地
帯
を
中
心
に
し
て
、
脚
柱
な
い
し

石
壁
を
も
ち
中
心
に
炉
を
お
く
円
形
住
居
が
知
ら
れ
て
い
た
。
最
近
で
は
低

地
帯
に
お
い
て
、
環
濠
と
土
塁
で
囲
ん
だ
方
形
住
居
・
円
形
住
居
・
貯
蔵
穴

か
ら
な
る
注
目
す
べ
き
集
落
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
円
形
の
住
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

が
多
い
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
。
シ
ン
プ
ソ
ン
∪
匿
U
・
》
6
Q
D
冨
陽
。
⇔
は

外
来
の
ビ
ー
カ
ー
使
用
民
が
在
来
の
家
屋
の
制
を
受
け
入
れ
た
と
解
釈
し
て

　
⑨
い
る
が
、
住
居
と
葬
制
と
は
対
照
的
な
動
向
を
示
す
。

　
農
耕
・
牧
畜
技
術
　
ビ
ー
カ
ー
期
に
は
、
エ
ン
マ
i
小
麦
・
パ
ン
小
麦
・
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

麦
・
亜
麻
を
栽
培
し
、
牛
・
豚
・
羊
・
山
羊
・
犬
を
飼
養
し
た
。
こ
の
品
目

は
新
石
器
時
代
と
変
わ
り
が
な
い
が
、
　
ヘ
ル
ペ
ッ
ク
国
．
国
働
σ
器
ぽ
は
家

畜
の
飼
料
と
な
る
大
麦
の
比
率
が
増
大
し
、
亜
麻
の
本
格
的
な
栽
培
が
は
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ま
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
リ
ネ
ン
と
油
の
原
料
と
な
る
亜
麻
の
増
加
は

ビ
ー
カ
ー
期
に
お
け
る
服
飾
の
変
化
・
燈
火
器
の
存
在
と
関
係
す
る
で
あ
ろ

う
。
ま
た
青
銅
器
晴
代
を
特
徴
づ
け
る
梨
耕
は
、
新
石
器
時
代
に
す
で
に
行

　
　
　
　
　
⑫

な
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
花
粉
分
析
に
よ
れ
ぽ
、
新
石
器
時
代
に
顕
著
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

つ
た
森
林
の
開
墾
が
ビ
ー
カ
…
期
に
著
し
く
進
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

農
業
・
牧
畜
技
術
に
お
い
て
新
石
羅
時
代
と
ビ
ー
カ
ー
期
と
の
間
に
大
き
な

差
異
は
な
い
が
、
農
牧
地
の
開
発
の
進
展
は
ビ
ー
カ
ー
期
の
発
展
の
基
礎
と

し
て
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
ビ
ー
カ
ー
期
に
は
土
器
の
一
部
・
佐
居
・
農
業
牧
畜
技
術

の
よ
う
に
新
石
器
時
代
の
系
譜
を
ひ
く
も
の
と
、
新
し
く
現
わ
れ
た
も
の
と

が
混
在
す
る
。
こ
の
う
ち
新
し
く
現
わ
れ
た
も
の
に
着
目
す
る
と
、
土
器
に

お
け
る
の
と
同
様
に
ビ
ー
カ
ー
期
の
初
頭
と
1
期
新
段
階
に
大
き
な
画
期
が

あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
ウ
ェ
セ
ッ
ク
ス
地
方
に
つ
い
て
は
、
1
期
中
段
階
に

大
き
な
変
化
が
あ
る
。
こ
れ
を
ま
と
め
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
ビ
ー
カ
ー
の
出
現
と
同
時
に
現
わ
れ
る
も
の
と
し
て
は
、
金
属
製
装
身
具

（
金
・
銅
）
、
打
製
三
角
有
茎
石
鎌
、
横
臥
屈
葬
個
人
墓
が
あ
り
、
特
に
葬
制

に
お
け
る
中
央
ヨ
」
ロ
ッ
パ
と
の
関
係
は
、
ビ
ー
カ
ー
の
起
源
と
あ
わ
せ
て
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重
要
で
あ
る
。

　
ビ
ー
カ
ー
1
期
新
段
階
に
は
有
茎
の
1
式
銅
剣
と
い
う
大
型
の
金
属
器
が

副
葬
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
中
に
は
少
数
で
あ
る
が
青
銅
器
が
含
ま
れ

て
い
る
。
ま
た
打
製
石
剣
も
現
わ
れ
る
一
方
、
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
系
譜
を

ひ
く
石
製
靹
が
副
葬
さ
れ
る
。
1
期
新
段
階
は
、
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
密

接
な
関
係
を
保
ち
つ
つ
金
属
器
の
副
葬
が
本
格
化
し
た
時
期
で
あ
る
。

　
ビ
ー
カ
ー
H
期
中
段
階
…
以
後
は
、
ウ
ェ
セ
ッ
ク
ス
地
方
の
発
展
が
著
し
く
、

中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
や
や
異
な
る
玉
製
品
・
青
銅
器
を
蟄
富
に
副
葬
す
る

墓
を
営
む
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
品
目
の
中
に
は
、
鋲
留
の
丑
式
銅

剣
と
い
う
東
地
中
海
の
文
明
社
会
に
系
譜
を
た
ど
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
が

含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
関
係
も
続
い
て

い
る
が
、
独
自
の
動
向
も
生
じ
て
き
て
い
る
。

　
ビ
ー
カ
ー
期
は
以
上
の
よ
う
に
、
異
な
る
内
容
の
時
期
か
ら
成
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

そ
の
た
め
、
ビ
ー
カ
ー
期
の
は
じ
ま
り
を
も
っ
て
青
銅
器
時
代
と
す
る
説
と
、

ビ
ー
カ
ー
1
期
新
段
階
な
い
し
同
H
期
中
段
階
か
ら
を
青
銅
器
時
代
と
す
る

⑮説
と
が
あ
る
。
前
者
は
金
属
器
の
繊
現
と
本
格
的
な
大
陸
文
化
の
波
及
の
は

じ
ま
り
を
重
ん
じ
、
後
者
は
青
釧
器
と
鋳
造
技
術
の
幽
現
・
普
及
を
重
視
し

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
に
も
そ
れ
な
り
の
論
拠
が
あ
る
。

　
私
は
青
銅
器
時
代
と
い
う
技
術
史
の
用
語
を
で
き
る
限
り
社
会
の
大
き
な

変
化
に
位
置
づ
け
て
用
い
た
い
と
い
う
立
場
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は

ビ
ー
カ
ー
の
出
現
を
青
銅
器
時
代
の
は
じ
ま
り
と
す
る
考
え
を
と
り
た
い
。

ま
た
イ
ギ
リ
ス
の
ビ
…
カ
ー
期
は
、
異
な
る
様
相
の
鎌
瀬
か
ら
成
っ
て
い
る

が
、
独
自
の
粗
製
土
器
・
青
銅
器
・
火
葬
墓
に
特
色
づ
け
ら
れ
る
以
後
の
時

期
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
変
化
は
連
続
的
な
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る
。

そ
し
て
ビ
ー
カ
ー
期
を
青
銅
器
時
代
前
期
と
し
て
ま
と
め
、
大
陸
文
化
の
影

響
と
在
来
の
伝
統
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
青
銅
器
時
代
中

期
文
化
を
形
成
し
た
過
程
と
し
て
示
す
こ
と
が
薪
石
器
時
代
以
後
の
歴
史
を

記
述
す
る
上
で
最
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
①
ω
凸
コ
σ
Q
σ
q
o
詳
．
同
9
国
孚
。
二
二
早
8
N
①
〉
α
q
o
貯
≦
o
・
・
ω
巽
．
℃
早
0
8
＆
貯
σ
Q
。
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o
｛
昏
①
摩
〇
三
し
・
8
甑
o
o
Q
o
g
o
け
《
＜
o
一
．
か
δ
ω
◎
。
b
℃
や
罵
占
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ω
．
空
σ
q
σ
q
o
菖
．
、
〉
σ
o
目
臼
。
旨
び
賓
巴
乱
鋒
8
貿
夢
。
じ
d
①
即
犀
興
。
巳
葺
話
。
。
o
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切
二
3
言
『
？
⑦
踏
p
ヨ
一
串
。
畠
．
”
O
巳
ε
器
鎚
こ
素
手
岸
。
嵩
日
。
暮
、
お
①
G
。
噛
唱
℃
■
器
－
曾
■

　
②
前
章
注
⑤
参
照
。

　
⑧
剣
身
が
三
角
形
に
近
い
形
で
あ
り
、
鋲
留
で
あ
る
点
か
ら
、
モ
ン
テ
リ
ウ
ス
、

　
　
ラ
イ
ネ
ッ
ケ
編
年
の
最
古
の
段
階
に
比
定
で
き
る
。
こ
の
ほ
か
の
多
く
の
諸
点
か

　
　
ら
も
ビ
…
カ
…
H
期
中
・
新
段
階
ノ
＜
Φ
霧
雲
〇
三
門
母
O
が
ア
ゥ
ニ
ェ
テ
ィ
ツ
文

　
　
化
に
併
行
し
、
ミ
ケ
ー
ネ
の
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
ピ
ゴ
ヅ
ト
が
示
し
て
い

　
　
る
。
注
①
前
掲
第
一
文
献
参
照
。
な
お
、
ビ
…
カ
ー
中
・
新
段
階
が
ウ
ェ
セ
ッ
ク

　
　
ス
文
化
に
併
行
す
る
こ
と
は
ク
ラ
ー
ク
が
明
ら
か
に
し
た
。
前
章
注
⑥
文
献
参
照
。

　
　
た
だ
し
ウ
ェ
セ
ッ
ク
ス
文
化
の
最
も
新
し
い
段
階
は
ビ
ー
カ
ー
期
よ
り
新
し
い
で

　
　
あ
ろ
う
。
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朔
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鼠
、
㌧
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零
ρ
℃
．
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象
・

⑥
前
掲
注
①
文
献

⑦
主
体
部
の
構
造
と
方
向
、
灘
葬
品
の
配
置
、
墳
丘
の
形
状
に
変
化
が
あ
る
。
ま

　
た
家
族
墓
と
推
定
で
き
る
も
の
、
火
葬
墓
も
少
数
あ
る
。
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『
g
器
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q
Φ
、
”
し
コ
目
三
。
・
7
㌘
9
凶
ω
8
門
）
・
M
い
。
呂
o
P

　
ち
謡
．

　
　
な
お
ピ
ゴ
ヅ
ト
も
ビ
ー
カ
ー
の
出
現
期
を
函
期
と
し
て
重
視
し
て
い
る
。

　
　
ω
“
国
σ
q
σ
q
o
9
、
、
〉
ま
｛
o
箕
閃
霞
。
℃
①
．
．
”
国
巳
嵩
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9

⑬
前
掲
注
⑩
文
献
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い
■
竃
．
O
o
げ
ω
勲
a
＞
，
男
霞
㊤
a
一
品
、
、
、
出
δ
㌍
o
g
o
＞
σ
Q
⑳
貯
国
舞
。
℃
o
．
、
”

　
い
。
駆
α
o
斜
一
⑩
δ
’

　
　
な
お
、
ク
ラ
ー
ク
も
ビ
ー
カ
ー
1
期
古
・
中
段
階
に
沓
銅
器
が
な
い
こ
と
を
重

　
聾
し
て
い
る
。
前
掲
注
⑤
文
献
。

お

わ
　
り
　
に

ー
ビ
弓
隠
ー
を
用
い
た
人
々
1

　
本
稿
で
述
べ
た
い
こ
と
の
ほ
と
ん
ど
は
前
章
で
示
し
た
が
、
最
後
に
ビ
ー

カ
ー
を
使
用
し
た
人
々
と
い
う
難
し
い
問
題
に
触
れ
て
結
語
と
し
た
い
。

　
ビ
ー
カ
ー
は
土
器
そ
の
も
の
ば
か
り
で
な
く
、
特
微
的
な
金
属
器
、
石
器
、

墓
葬
を
伴
な
い
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
く
分
布
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
多
く
の

考
古
学
者
は
、
そ
の
分
布
を
ビ
ー
カ
ー
族
切
＄
冨
H
閏
。
節
が
起
源
の
地
か

ら
移
動
し
た
結
果
生
じ
た
と
考
え
た
。
ま
た
チ
ャ
イ
ル
ド
は
イ
ギ
リ
ス
青
銅

器
時
代
の
人
骨
が
新
石
器
三
代
の
人
骨
よ
り
短
頭
・
長
身
で
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
、
そ
れ
が
中
央
ヨ
三
島
ヅ
パ
か
ら
の
新
来
の
人
々
で
あ
っ
た
こ
と
を
正

　
　
　
　
　
　
①

し
く
示
唆
し
た
が
、
人
骨
の
研
究
は
さ
ら
に
進
展
し
て
い
る
。

　
ゲ
ア
ハ
ル
ト
丙
●
O
Φ
旨
錠
象
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
鐘
形
ビ
ー
カ
ー
期
の

人
骨
8
4
例
を
集
成
し
、
蓋
置
を
識
別
し
た
が
、
そ
の
中
核
に
な
る
人
々
は
絶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

壁
形
短
頭
・
長
身
・
頑
丈
と
い
う
特
徴
を
も
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ

し
て
こ
の
特
徴
に
つ
い
て
、
男
に
顕
著
で
あ
り
女
に
は
差
異
が
多
い
こ
と
、

ビ
ー
カ
ー
期
以
前
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
地
中
海
の
人
骨
と
の
差
異
が
大
き
く
系

譜
的
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
こ
の
新
し
い
特
徴
を
も
つ
人
骨
が
イ
ギ

リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
ス
ペ
イ
ン
に
も
分
布
す
る
こ
と
を
示
し
た
。
た
だ
し
中

央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
遠
ざ
か
る
に
つ
れ
て
、
こ
の
短
頭
の
人
骨
の
比
率
が
低
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③

く
な
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ビ
ー
カ
ー
の
分
布
に
つ
い
て
、

民
族
と
は
あ
ま
り
関
係
し
な
い
土
器
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
流
行
で
あ
る
と
す

　
④
る
説
も
あ
る
が
、
考
古
資
料
と
人
骨
の
研
究
成
果
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
や
は

り
こ
の
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
多
い
短
頭
・
長
身
の
人
々
が
直
接
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
た
の
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
人
々
が
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
在
来
の
人

々
を
駆
逐
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
た
い
。
こ
の
こ
と
が
汎
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
土
器
圏
が
形
成
さ
れ
て
も
在
地
の
新
石
器
時
代
の
系
譜
を
ひ
く
も
の
が
存

在
し
、
ま
も
な
く
旧
来
の
地
域
的
土
器
圏
に
別
か
れ
て
い
く
理
由
と
思
う
。

そ
れ
で
は
中
央
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
縄
文
土
器
期
と
ビ
ー

カ
ー
期
の
間
に
土
器
に
お
い
て
強
い
連
続
性
が
あ
る
一
一
、
人
骨
に
お
い
て

大
き
な
変
化
が
あ
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
解

釈
の
鍵
は
新
し
い
形
質
が
男
に
顕
著
で
あ
る
こ
と
に
求
め
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
で
は
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
の
地
に
と
っ
て
外
来
の
人
々
な
い
し
外
来
の
人
々

と
の
混
血
の
結
果
と
考
え
ら
れ
る
短
頭
・
長
身
の
人
々
の
繊
自
は
何
処
で
あ

り
、
彼
等
は
ど
の
よ
う
な
社
会
的
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
疑
問

は
次
々
に
広
が
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
核
心
に
近
づ
い
て
い
く
が
、
そ
の
点

　
謝
辞
　
小
稿
を
ま
と
め
る
契
機
は
、

に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
期
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
起
源
の
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語

族
の
到
来
、
武
器
と
装
身
具
に
身
を
固
め
た
戦
士
貴
族
の
出
現
と
し
て
懐
え
、

ア
ル
プ
ス
以
北
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
社
会
の
源
流
と
し
て
位
置
づ
け
る
ピ
ゴ

　
　
　
　
⑤

ッ
ト
の
卓
見
を
紹
介
す
る
の
に
と
ど
め
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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一
九
八
○
年
に
「
西
北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
長
島
墳
・
円
形
墳
の
比
較
考
古
学
的
研
究
」
現
地
調
査
に
参
加
し
、
多

く
の
関
連
資
料
に
接
し
え
た
こ
と
に
あ
る
。
研
究
代
表
者
の
近
藤
義
郎
先
生
を
は
じ
め
、
お
世
話
に
な
つ
だ
都
出
比
呂
志
、
西
村
康
、
小
林
謙
一
、
和
田
晴
吾

の
諸
先
生
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
小
野
山
節
．
岡
内
三
真
両
先
生
か
ら
は
多
く
の
有
益
な
御
教
示
を
戴
き
、
土
器
の
見
方
に
つ
い
て
は
小
林
行
雄

・
佐
原
真
両
先
生
と
畏
友
泉
拓
良
氏
の
学
恩
を
深
く
蒙
っ
て
い
る
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
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